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金融機関向けセミナー

脱炭素支援施策

説明会

脱炭素に向けた関係省庁における

最新の支援施策を紹介

・・・・・・・・・・
中小企業等向け施策紹介（リンク）
HTTPS://WWW.METI.GO.JP/POLICY/ENERGY_
ENVIRONMENT/GLOBAL_WARMING/SME/PAM
PHLET/PAMPHLET2022FY01.PDF

企業活動における脱炭素の取組の推進には、

本業支援の一環として、金融機関による知

見や適切なアドバイスが不可欠です。

本セミナーでは、近畿財務局が令和5年度に

管内金融機関に対して実施した脱炭素への

取組に関する実態調査結果の紹介やサステ

ナブルファイナンスに係る金融庁の取組、

脱炭素に向けた関係省庁における最新の支

援施策についてご紹介しました。

・・・・・・・・・・

イベント概要

・・・・・・・・・・

イベント結果

企業を取り巻く環境は大きく変
化しており、それを支える地域金
融機関の役割は重要だと再認識
しました。

参加者の声

・・・・・・・・・・

参加者の声

補助金や税制等、各省庁での取
組が分かりやすくまとめられて
おり、非常に有益でした。

日時：令和６年５月10日（金） 13：30 ～ 15：15

・会場：オンライン

・共催：近畿財務局・近畿経済産業局・近畿地方環境事務所

・テーマ：各種脱炭素施策について

・登壇者：近畿財務局

金融庁

近畿経済産業局

近畿地方環境事務所

https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/SME/pamphlet/pamphlet2022fy01.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/SME/pamphlet/pamphlet2022fy01.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/SME/pamphlet/pamphlet2022fy01.pdf


水素産業の今を知り未来につながる

関係者と出会える交流イベント

・・・・・・・・・・

家電リサイクルとは、家庭などから排出さ

れた家電製品(エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷

凍庫、洗濯機・衣類乾燥機)から、有用な部分

や材料をリサイクルし、資源の有効利用を推

進する制度です。

消費者、小売業者の皆様に家電リサイクル

の現場を体感いただき、リサイクルの重要性

を再認識いただく機会として、家電リサイク

ルプラント見学会を実施しました。

見学会では家庭から排出されたエアコン

などの廃家電がリサイクルされる作業工程

を見学いただきました。

詳細はこちら（当局HP）

・・・・・・・・・・

イベント概要

日時：令和6年１０月４日（金）1４:00～16:30

形式：リアル

会場：関西リサイクルシステムズ株式会社 本社工場

（家電リサイクルプラント）

テーマ：家電リサイクルプラント見学、リサイクル制度の説明

協力：環境省 近畿地方環境事務所

奈良県電器商業組合

家電メーカー

・・・・・・・・・・

イベント結果

家電リサイクルプラント見学前には半分近くの参加者が

「高い」と感じていたリサイクル料金について、見学会後に

は「適正」「安い」と回答した方が９７%にもなりました。

参加者からは、リサイクルの重要性を実感したとの感想が

多数寄せられました。

リサイクルの勉強、学ぶことがありよ
かったです。これからも、生活の中で
いろんな物のリサイクルに努めたい
です。

参加者の声

・・・・・・・・・・

家電
リサイクル
プラント
見学会

参加者の声

きめ細かいリサイクルになって
いるとは思いませんでした。なか
なか人力だよりが多くびっくりし
ました。。家電リサイクルの現場を体感し、

リサイクルの重要性を再認識する

https://www.kansai.meti.go.jp/3-6kankyo/R6fy/plantkenngaku20241004.html
https://www.kansai.meti.go.jp/3-6kankyo/R5fy/plantkenngaku20230927.html


RETHINK 

DESIGN 

フォーラム

～サーキュラーエコノミー

とどう向き合うか～

～

当局ではサーキュラーエコノミー実現に向けて

「Rethink Design」が鍵になるとみて普及を進

めています。

ポイントは、（1）価値の転換（Rethink）、（2）価値

を循環させる手段（循環型ビジネスモデル）、（3）価

値を高める工夫とそれに伴う企業への付加価値

（Design）、の3点です。

イベント当日は、①何を価値として「Rethink」した

（価値の再定義）、②価値の再定義によって何を変

えた（「何をDesignしたか」）

に関して、あらかじめ用意した仮説をもとにお話を

深め合っていただきました。

・・・・・・・・・・

イベント概要

日時：令和6年１0月30日（水）13:３0～17:00

形式：ハイブリッド開催

プログラム：

○話題提供

近畿経済産業局 環境・資源循環経済課

○先進事業者による事例紹介

アイフォースリー合同会社、甲子化学工業株式会社、日榮

新化株式会社、株式会社アシックス、パナソニック株式会社

○トークセッション

○ネットワーキング、名刺交換会

・・・・・・・・・・

イベント結果
イベントにはオンラインを含めて96名に参加いただきました。

サーキュラーエコノミーをテーマとしたセミナーの開催は初めて

でしたが、セミナー後のアンケート結果では「大変良かった」「良

かった」が９割を超えました。

特に事例紹介について「参考になった」「新しい発想・発見があっ

た」という意見が多くありました。

• 多様な分野の事例についてディープに知
ることができた。

• 特にサプライチェーン上流側のサーキュ
ラーの取り組みを知ることができた。

• 町工場、大手企業、グローバル企業の視点
や価値観の違いが感じられる内容だった。

参加者の声

・・・・・・・・・・

サーキュラーエコノミーを実現する

ビジネスモデルを探る

・・・・・・・・・・

トークセッションの様子



「攻めのGX」

促進に向けた

2DAYS講座

脱炭素分野で新事業を展開する

方法を学ぶ講座です。

・・・・・・・・・・

ビジネスチャンスとして脱炭素分野で新事業

を展開する「攻めのGX」の方法を学ぶ講座

を開催しました。

本講座は、学びを実践につなげる可能性を

高めるために、支援機関等と企業がペアで参

加する伴走支援形式を採用しました。それに

より、支援機関等が、企業の取組を効果的に

支援し、地域における「攻めのGX」の実践普

及を目指しています。

・・・・・・・・・・

イベント概要

・日時：令和6年11月10日（月）～11月11日（火）

13:30～16:30

・会場：オプテージ本社（京橋オフィス）内会議室

（大阪市中央区城見2丁目1番5号 オプテージビル）

・対象：支援機関・金融機関等と企業のグループ

・講師

DAY1：スキルアップNeXt代表取締役 田原眞一 氏

DAY2：株式会社オプテージ ビジネスコンサルティング部

シニアマネジャー 石橋 和幸 氏

・・・・・・・・・・

イベント結果

終了後のアンケートでは、ほとんどの出席者が「大

満足」「満足」と回答。「自分の会社の分析をする機会

になった」「GXについて理解を深めることができ、

ワークを通して何を今後していかないといけないか

考えることができた」といった声が寄せられました。

また、講座参加後に、ペアで参加した支援機関が

企業をフォローアップし、

GX支援につながっている事例もあり、

両者の連携を強める場となりました。

・・・・・・・・・・



関西経済連合会・中小企業基盤整備機構と共

催することで、水素産業において、今後サプラ

イチェーンを構築していく大企業がビジネス

パートナーとしての中小企業から、技術提案を

募集する場を提供した。また、展示等を行い、

水素に関する最新情報を発信した。

・・・・・・・・・・

イベント概要

日時：令和6年11月14日（木）13:30～16:30

形式：ハイブリッド（リアル／オンライン）

会場：関西経済連合会 294・295会議室

テーマ：取組事業の紹介・今後の課題・ニーズ発表等

登壇企業：岩谷産業株式会社 関西電力株式会社

  三菱重工業株式会社 株式会社堀場製作所

住友電気工業株式会社

・・・・・・・・・・

イベント結果
イベント終了後、中小機構「J-GoodTech（ジェグテッ

ク）」にて登壇企業からのニーズを掲載。登壇３社に対して

40件の提案があり、商談の申込は７件(令和７年3月時点)。

・・・・・・・・・・

水素産業の今を知り未来につながる

関係者と出会える交流イベント

・・・・・・・・・・

関西水素産業
交流ラウンジ

第3回

名刺交換実績(出口調査の結果)

※11枚以上

名刺交換し

た参加者が

23人で割合

が最も高

かった

交流会の様子

水素産業への参入促進のため、講演プログラム

の後に交流・名刺交換の時間を３０分間設け、

関係者間の情報交換の時間を提供。商談の

きっかけづくりを行った。

水素産業の今を知り未来につながる

関係者と出会える交流イベント



自治体向けサー

キュラーエコノ

ミーセミナー

～循環都市（サーキュラー

シティ）への道筋～

サーキュラーエコノミーの実現には、住民啓発や

産業振興政策を担う自治体の取組が不可欠です。

自治体におけるサーキュラーエコノミーへの取組

は欧州などで広がっていますが、日本の自治体の

取組はまだまだ広がっておりません。

そこで、取組方法のヒントをお届けし、サーキュ

ラーエコノミーの輪を広げていきたいという想い

から、本セミナーでは、先進自治体による取組紹介

や海外事例の紹介、トークセッション等を行いまし

た。

また、知識をインプットするだけではなく、実践を

見据えたアウトプットの機会として先進自治体を囲

んだワークショップを実施しました。

・・・・・・・・・・

イベント概要

日時：令和6年１１月25日（月）13:３0～1５:２0

形式：現地開催

プログラム：

○イントロダクション

「サーキュラーエコノミーと自治体の役割」

Circular Economy Hub編集長（ハーチ（株）運営）／

サークルデザイン（株） 代表取締役 那須 清和 氏

○先進自治体による事例紹介

埼玉県、和歌山県、蒲郡市、亀岡市

○トークセッション

○先進自治体とのワークショップ

・・・・・・・・・・

イベント結果

イベントには29名に参加いただきました。

自治体職員を対象にしたサーキュラーエコノミーのセミ

ナーの開催は初めてでしたが、セミナー後のアンケート結

果では「大変良かった」「良かった」が９割を超え、今後も実

施を希望する声を多数いただきました。

• 各自治体の動向を一度に知ることができ
たので貴重な機会でした。 

• 発表自治体と個々に意見交換できる交流
時間が特に有意義でした。

• サーキュラーエコノミーについて理解が進
み、庁内で進めていくために必要な課題
などがわかった。

参加者の声

・・・・・・・・・・

サーキュラーエコノミー実現に向け

た自治体の役割を探る

・・・・・・・・・・

トークセッションの様子



関東経済産業局×近畿経済産業局

J-クレジッ

トオムニバ

スセミナー

DAY2

関東経済産業局と連携し、二日間のオムニ

バスセミナーを実施しました。DAY1では政

策や制度動向を中心に、DAY2では実際の

創出・活用事例を中心に紹介しました。この

二日間を通じて、制度に関する基礎から実用

的な内容まで網羅的に学べるコンテンツにし

ました。

・・・・・・・・・・

イベント概要

日時：令和6年12月19日（木）14:00～15:40

形式：オンライン）配信

テーマ：J-クレジットの創出・活用事例について

登壇者：経済産業省GXグループGX推進企画室

 十山株式会社

 SAGA COLLECTIVE共同組合

 滋賀県 CO2ネットゼロ推進課

 TOPPANエッジ株式会社

・・・・・・・・・・

イベント結果

当日は205名の方が聴講されました。

関東局との連携で開催したことから、近

畿局管内だけではなく全国からの参加が

ありました。イベント実施後にアンケート

を実施しところ、セミナー全体への満足

度は概ね高く、クレジットの創出・活用に

ついて理解を深める良い機会を提供しま

した。

・・・・・・・・・・

登壇者一覧



J-クレジッ
トネット
ワーキング

DAY

・・・・・・・・・・

ま

第一部 紹介ピッチの様子

J-クレジットの創出者と需要者、及び両者

を支援する機関の繋がりを作ることで、J-ク

レジットの流通促進だけでなく普及に向けた

機運を醸成することを目的に、創出者・需要

者・支援機関によるピッチとマッチングのイ

ベントを実施しました。

・・・・・・・・・・

イベント概要

日時：令和７年2月6日（木）14:00～17:10

形式：第一部のみハイブリット配信

第二部、第三部は対面

会場：QUINTBRIDGE

テーマ：J-クレジットの創出者と購入者のマッチング

プログラム：第一部 マッチング参加団体による紹介ピッチ

第二部 マッチング会

第三部 名刺交換交流会

・・・・・・・・・・

イベント結果

参加者は、マッチング参加者が16団体29名、

現地聴講者が48名、オンライン視聴者は71名

の計148名でした。アンケート結果では、第一部

のピッチ、第二部以降のマッチング会ともに概

ね高い評価を得ました。

マッチング会や名刺交換会があ
ることで、第一部では聞けなかっ
た企業の取り組みや考え方を聞
くことができ非常に参考になり
ました。

参加者の声

・・・・・・・・・・

クレジットの創出者と購入者の
出会いの場を提供

第三部 名刺交換会の様子



GX
CROSS
ROAD
2025

地域における面的な省エネ支援体制の

構築を目指し、地域の金融機関と省エネ

支援機関の連携を促す場を提供

・・・・・・・・・・

中小企業等の省エネを面的に支援す

べく、資源エネルギー庁が省エネ・地

域パートナーシップという枠組みを立

ち上げました。近畿局ではこの面的な

支援をさらに強化するために、地域の

金融機関と省エネ支援機関が交流で

きるイベントを開催しました。

・・・・・・・・・・

イベント概要

日時：令和７年2月13日（木）14:00～17:00

形式：対面

会場：近畿経済産業局 第二別館 三階

テーマ：近畿管内の金融機関と省エネ支援機関の交流促進

プログラム：省エネ支援機関によるピッチ

ネットワーキングタイム

測定機器体験

省エネおじさんカード体験会

・・・・・・・・・・

イベント結果

 当日は省エネ支援機関が12機関25名、金融

機関が24機関44名、地方自治体等4機関7名

の計40機関76名の方が参加いただきました。

イベント内で「省エネおじさんカード」もお披露目

し、読売テレビやテレビ大阪など複数のメディア

に取り上げられました。

引き続き、省エネ支援機関と金
融機関がコミュニケーションを取
れる機会を提供して欲しい。

参加者の声

・・・・・・・・・・



日独水素

シンポジウム

2025 大阪

日独の水素ビジネスの最新動向を学

び、国際的なネットワークを構築で

きるイベント

・・・・・・・・・・

水素産業を通じて、関西とドイツにおける

将来的なビジネス連携を進めることを目的

に、両国のプロジェクトや水素関連企業の取

り組みを学ぶシンポジウムを開催しました。

講演では、日本とドイツの政策や、ドイツで

ビジネスを進めている企業の取組を紹介し

ました。ネットワーキングおよび名刺交換会

では、ドイツ関係者と対面で交流することが

でき、大盛況でした。

・・・・・・・・・・

イベント概要
日時：令和7年2月17日（月）13:30～16:00

会場：JETRO大阪本部 セミナールーム

（大阪国際ビルディング29階）

登壇者：

近畿経済産業局、 ドイツ貿易・投資振興機関（GTAI）、

ザクセン州経済振興公社、パナソニックホールディングス

株式会社、ティッセンクルップ・ニューセラ株式会社、株式会

社山本電機製作所

・・・・・・・・・・

イベント結果
産官学等あらゆる水素関連産業の関係者50名に

参加いただきました。

ドイツ連邦政府関係者や各州政府関係者の講演だ

けでなく、直接交流できる機会を設けることで、今後

のビジネスチャンスや共同研究の可能性を探る機会

を提供することができました。

欧州、ドイツの最新情報をドイツの
関係者から直接聞くことができて良
かった。今後も頻繁に海外動向が把
握できるセミナーを開催して欲しい。

参加者の声

・・・・・・・・・・



中堅・中小企業の

GX推進に向けた

GX人材育成研修会

IN 大阪

・・・・・・・・・・
参加者でのグループワークの様子

本研修会では、

GXの潮流や支援のポイント、企業価

値向上に繋げるGXの取組について

の講義に加え、登壇者や参加者との交

流会を通じて、地域における効果的な

GX支援の体制を構築するためのネッ

トワーク作りを行いました。

・・・・・・・・・・

イベント概要

・日時：令和７年2月18日（火）13:30～17:00

・場所：TKPガーデンシティ大阪梅田バンケット3A

・対象：大阪府内の中堅・中小企業のGXを支援する支援機関、金融機関、

地方自治体等

＜講義＞

●「経営×カーボンニュートラル～支援の第一歩をどう踏み出すか？～」

中小企業基盤整備機構近畿本部 アドバイザー 小西 豊樹 氏

●「中小企業のGX支援のポイントについて」

一般社団法人環境エネルギー事業協会 代表理事 植杉 昌敏 氏

●「経営としてのGX GXの取組を新たな企業価値に」

ボストンコンサルティンググループ 石津 朝弘 氏

・・・・・・・・・・

イベント結果

中堅・中小企業のGX支援にあたって、脱炭素

経営の取組方や、エネルギー使用についての現

場目線のアドバイス方法、脱炭素を価値化する

ための方法等を網羅的に学べたほか、グループ

ワークを行うことで、地域の支援機関同士の繋

がりができたといった声が多く聞かれました。

より地域でのGXが進むよう実践的な活動に

繋げていければと考えています。

・・・・・・・・・・



RETHINK 

DESIGN 

MEETUP

「関西からRethinkが当たり前になる

持続可能な社会」の実現へ

・・・・・・・・・・ ワークの様子

サーキュラーエコノミーを推進するには、サステナ

ブル価値の作り手（Rethink Designer）同志のイ

ノベーションの創出や新しいライフスタイルを浸透さ

せていく動きが欠かせません。まもなく開催される未

来社会の実験場、大阪・関西万博。関西で叶えたい持

続可能な未来社会について、25名を超える管内を

中心とする事業者で活発に議論しました。

・・・・・・・・・・

イベント概要

日時：令和７年２月2７日（木）13:00～16:30

形式：リアル開催

会場：グラングリーン大阪北館JAMBASE

（conference 7-2）

プログラム：

○趣旨説明

○オリエンテーション・ワークの説明

○ワーク＃１＃２

○ホワイトボード貼付け

○振り返り・総括

○交流会

・・・・・・・・・・

イベント結果

ワークショップ後には交流会を開催しました。

自身が手がける取組に関連する製品・サンプル

を紹介しながら、参加者同士が互いの取組や考

えについて理解を深める機会になりました。

・自らの取組について、他の業界か
らの見え方の違い、そして期待を知
ることができた。
・他社の取組の理解が進み、連携の
可能性を見いだせた。

参加者の声

・・・・・・・・・・

「 Rethinkが当たり前になる持続可能な社会」に
ついて、４つの領域に分かれ、メンバーを変えて2
回のワークを行い、アイデアを出し合いました。

～関西からサーキュラー

エコノミーに挑む同志～



しんきん

脱炭素経営

フォーラム

脱炭素について基礎的な知識や

国内外の最新動向等を提供

・・・・・・・・・・

DAY1では関西を代表する大企業の講演

と、省エネに熱心に取り組む中小企業が登壇。

脱炭素の国際的な動向から身近な取組まで

の発表がありました。DAY2では信用金庫の

職員の方々を対象に、翌日から実践いただけ

るよう、経営者の方への省エネ提案を想定し

たロールプレイ等が実施されました。

・・・・・・・・・・

イベント概要

日時：①令和7年3月4日（火）15:30～18:00

    ②令和7年3月6日（木）14:00～17:00

形式：対面

会場：①QUINTBRIDGE

        ②PRISM

テーマ：①信用金庫の取引先企業に対し、脱炭素の基礎知識から

すぐ実践出来る具体的な省エネの取組を学んでもらう。

②信用金庫の職員に対し、ロープレ等を通じて顧客への

省エネ提案のスキルを身につけてもらう。

・・・・・・・・・・

イベント結果

 DAY1では省エネに熱心に取り組む中小企業

とのクロストークを通じて、生産性向上の取組が

結果として省エネになることを伝えました。

DAY2では信金の職員を対象に、省エネ診断や

省エネ補助金の概要やメリットなどを説明し、施

策に対する理解を深めました。

・・・・・・・・・・



中堅・中小企業の多様なGX支援に

ついて考えるシンポジウムです。

・・・・・・・・・・

「中堅・中小企業のGX

推進を支える面的支

援シンポジウム」

～取組事例から考える多様な

GX支援のアプローチ～

本シンポジウムでは、政府の最新の政策動向

の紹介、大企業と中小企業のサプライチェー

ン上の協業事例や、中堅・中小企業の GX を

面的に後押しするプレイヤーの取組事例の発

表を通じて、それぞれの特性や強みを活かし

た多様な GX 支援をご紹介しました。

・・・・・・・・・・

イベント概要
・日時：令和７年3月7日（金）14:00～17：00

・会場：國民會館 ※リアル会場に加え、オンライン併催

（大阪市中央区大手前2-1-2國民會館大阪城ビル12階）

・対象：GXに関心を持つ支援機関、地方自治体、

金融機関、企業等

■プログラム（抜粋）

「政府のGXに関する最新動向」（経済産業省）、「信用金庫にお

けるGX支援の取組について」（近畿地区信用金庫協会）、

「サプライチェーン全体でのGXの取組について」（ダイハツ工業

株式会社）ほか、支援機関等と連携した取組事例のご紹介等

・・・・・・・・・・

イベント結果
当日は、現地・オンラインあわせて約150名と多

くの方に参加いただきました。

参加者の声として、「多様な主体による具体的な

支援事例や、支援策を知る事ができて参考に

なった」という意見が多くありました。

また、交流会（名刺交換）にて、今後のGX支援に

向けた参加者同士の繋がりが生まれていました。

今後も、地域の中堅・中小企業のGX推進に

むけて取り組んで行ければと思います。

・・・・・・・・・・



・・・・・・・・・・
イベント概要

日時：令和7年３月１２日(水)13:３0～16:30

形式：ハイブリッド（リアル／オンライン）

会場：産総研・関経連うめきたサイト

テーマ：水素利活用企業の事例紹介、企業インタビュー等

登壇企業等：UCCジャパン株式会社、

 株式会社H2＆DX社会研究所

   トヨタ紡織株式会社

   中小企業基盤整備機構

 岩谷産業株式会社(オブザーバー登壇)

・・・・・・・・・・

イベント結果

会場とオンラインで合計約１２０名の方が参加しました。

アンケートに回答した方のうち、84％の方が、「水素利活

用のヒントが得られる内容でしたか？」の問いに対して、

「とてもそう思う」もしくは「ややそう思う」と回答した。

・・・・・・・・・・

水素利活用企業インタビューの様子

事前に参加者に頂いた質問に、登壇企業＋水素

供給企業の岩谷産業が回答。水素で自社製品に

付加価値を加えることなど、これから水素を利活

用する企業へのヒントを与える内容でした。

関西水素産業
交流ラウンジ

第4回

水素産業の今を知り未来につながる

関係者と出会える交流イベント

水素を使ったGX製品の展示

水素焙煎コーヒー、水素燃料電池自転車などを体

感できるブースを会場内に設けました。
名刺交換実績(出口調査の結果)

会場参加者の97％

が名刺交換を行い、

水素利活用企業間の

交流があった。



関西次世代燃料フォーラム

NEXT 2025
～ 万博から飛躍する次世代燃料の展望 ～

 本フォーラムでは、 航空分野でのSAF（持続可能

な航空燃料）をはじめ、合成燃料・合成メタン（e-

mathane）・グリーンLPガス等、次世代燃料の最新

動向や環境価値などの情報をご紹介しました。

また、大阪・関西万博においても各種次世代燃料の

実証展示が計画されており、まさしく関西起点の情

報発信として、「万博から飛躍する次世代燃料の展

望」というテーマで、パネルディスカッションを行い

ました。

加えて、燃料資源に関わるベンチャー企業2社（株

式会社Eプラス、株式会社ベホマル）より、自社の取

組などをご紹介いただき、最後に会場

名刺交換会を実施いたしました。

・・・・・・・・・・

イベント概要

・・・・・・・・・・
イベント結果
・・・・・・・・・・

日時 ： 令和７年3月14日（金）13：30～17：30

形式 ： ハイブリッド（リアル／オンライン）

会場 ： ナレッジキャピタルカンファレンスルーム C07

（グランフロント大阪 北館内（タワー C 8F)）

主 催 ： 近畿経済産業局

協 力 ： 国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合

開発機構 (NEDO）／公益社団法人 石油学会／一般財

団法人 カーボンニュートラル燃料技術センター（JPEC)

／石油連盟／一般社団法人 日本ガス協会／日本LPガス

協会

登壇者 ： 資源エネルギー庁、NEDO、コスモ石油株式会

社、ENEOS株式会社、大阪ガス株式会社、日本LPガス

協会、株式会社Eプラス、株式会社ベホマル

全国各地から、また多方面からお申し込みいただ

き、会場・オンライン併せて、130名以上の方にご参

加いただきました。会場名刺交換会では、活発に交

流が行われ、新たな事業共創につながる可能性に期

待が高まりました。

会場名刺交換会の様子


